
社会保障制度の機能 宮武　剛

な
ぜ﹁
一
億
総
中
流
﹂か
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論
説

　
物
価
の
高
騰
に
悲
鳴
が
上
が

る
中

内
閣
府
﹁
国
民
生
活
に

関
す
る
世
論
調
査
﹂
２
０
２
５

年
で
は

﹁
中
流
﹂
と
の
回
答

が
９
割
を
維
持
し
た


　
﹁
世
間
一
般
か
ら
見
た
自
身

の
家
庭
の
生
活
程
度
﹂
は
﹁
中

の
中
﹂

・
８
％
で
最
多


﹁
中
の
下
﹂

・
３
％
﹁
中
の

上
﹂
・
４
％
で
計

・
５
％


　
富
裕
層
の
﹁
上
﹂
は
１
・
４

％
の
み

貧
困
層
の
﹁
下
﹂
は

７
・
８
％
に
と
ど
ま
る

非
正

規
労
働
者
ら
も
目
立
つ




代
も
ほ
ぼ
同
じ
程
度


代
以

上
で
９
％
台
と
や
や
高
い


　
１
９
７
０
年
代
に
﹁
中
流
﹂

は
９
割
に
達
し

総
人
口
１
億

人

Ｇ
Ｄ
Ｐ
︵
国
内
総
生
産
︶

世
界
第
２
位
を
背
景
に

年
の

﹁
国
民
生
活
白
書
﹂
は

﹁
一

億
総
中
流
﹂の
定
着
を
誇

た


　
半
世
紀
の
激
動
に
も
ま
れ
な

が
ら
自
称
﹁
中
流
﹂
意
識
は


な
ぜ
揺
る
ぎ
な
い
の
か


　
厚
生
労
働
省
の
所
得
再
分
配

調
査
２
０
２
５
年
の
﹁
ジ
ニ
係

数
﹂が
教
え
て
く
れ
る︵
所
得
格

差
は
０
に
近
い
ほ
ど
小
さ
く


１
に
近
い
ほ
ど
大
き
い
︶


　
社
会
保
険
料
や
税
の
負
担
と

給
付
以
前
の
当
初
所
得
で
は
０

・
５
８
５
５
と
過
去
最
大
に
な


た

収
入
の
乏
し
い
高
齢
者

の
増
加
を
主
因
に
格
差
は
じ
り

じ
り
拡
大
し
つ
つ
あ
る


　
一
方

当
初
所
得
か
ら
社
会

保
険
料
・
税
を
差
し
引
き

社

会
保
障
の
給
付
を
加
え
た
再
分

配
所
得
後
の
ジ
ニ
係
数
は
０
・

３
８
２
５
と
格
差
を
埋
め

近

年
横
ば
い
で
推
移
す
る


　
社
会
保
障
の
給
付
に
よ
る
効

果
が
大
き
く

税
制
の
貢
献
度

は
弱
い
と
分
析
さ
れ
た


　
世
帯
の
類
型
別
で
み
る
と


高
齢
世
帯
は
再
分
配
の
効
果
が

大
き
く

年
金
・
医
療
・
介
護

で
老
後
を
支
え
ら
れ
る
姿
を
反

映
す
る

若
い
世
代
も
保
育
・

児
童
手
当
な
ど
の
支
援
を
得
る

が

特
に
母
子
世
帯
へ
の
支
え

の
弱
さ
が
う
か
が
え
た


　
社
会
保
障
の
諸
制
度
が
﹁
中

流
﹂
意
識
を
守
り

﹁
中
流
﹂

世
帯
は
社
会
保
障
を
頼
る


　
厚
労
省
﹁
社
会
保
障
に
関
す

る
意
識
調
査
﹂

年
で
は


﹁
社
会
保
障
の
給
付
水
準
を
維

持

少
子
高
齢
化
に
よ
る
負
担

増
は
や
む
を
得
な
い
﹂
と
の
回

答
が

・
７
％
で
最
多

﹁
給

付
水
準
を
引
き
上
げ

そ
の
た

め
の
負
担
増
も
や
む
を
得
な

い
﹂
も

・
９
％


　
﹁
給
付
水
準
を
大
幅
に
引
き

下
げ

負
担
を
減
ら
す
﹂
は
わ

ず
か
５
・
６
％


　
二
木
立
日
本
福
祉
大
名
誉
教

授
は

社
会
保
障
に
関
す
る
６

種
類
の
調
査
を
精
査
し

﹃
一

番
特
徴
的
だ

た
の
は

給
付

も
負
担
も
現
在
よ
り
減
ら
す


と
の
回
答
が
全
調
査
で
約
１


２
割
に
と
ど
ま

た
こ
と
﹄
と

総
括
し
た︵﹁
フ

ク
ト
で
展
望

す
る
高
齢
日
本
の
医
療
政
策
﹂

勁
草
書
房

対
象
は
前
述
の
厚

労
省

内
閣
府
・
国
際
比
較
調

査
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ



日
本
医
療
政
策
機
構
な
ど
の
各

調
査
︶


　
﹁
政
治
﹂
が
納
得
で
き
る
社

会
保
障
の
改
革
・
改
良
を
提
案

す
れ
ば

国
民
の
多
く
は
応
分

の
負
担
に
応
じ
る
の
で
は
な
い

か

そ
ん
な
可
能
性
に

な
ぜ

踏
み
込
め
な
い
の
か


　
政
府
・
与
党
は
代
替
財
源
の

確
保
策
な
し
に
社
会
保
障
財
源

の
消
費
税
引
き
下
げ︵
食
料
品
︶

に
走
る

物
価
対
策
は
急
務
だ

が

﹁
中
流
﹂
を
守
る
仕
組
み

を
弱
体
化
し
た
ら
元
も
子
も
な

い
　
　
　︵
本
紙
論
説
委
員
︶

み
や
た
け
・
ご
う
　
毎
日
新
聞
論
説
副
委

員
長
か
ら
埼
玉
県
立
大

目
白
大
大
学
院

の
教
授
な
ど
を
経
て
現
職


